
「読書の習慣化」の難しさとその対策について！ 

　保護者の皆様方には、夏休み前に実施した「学校評価アンケート」へのご協力をありが
 とうございました。

　その中で読書に係る内容のアンケート(「お子さんは、よく本を読んでいる」)がありました。
このことに関して集計したところ、Ａ「できる」が26ポイント、Ｂ「ややできる」が35ポ
イント、Ｃ「少しできない」が32ポイント、Ｄ「できない」が６ポイントという結果でし
た。これは、昨年度末（12月）に調査した結果と比較したとき、ＡとＢの合計でマイナス
７．３ポイントとなりました。今年度は、読書活動の推進を保護者の皆様方の協力を得な

 がら推進してきましたが、なかなかその定着の困難さを痛感しているところです。
具体的に学年ごとに分析してみると第１学年(Ａ－５人、Ｂ－５人、Ｃ－５人、Ｄ－１人)、
第２学年(Ａ－４人、Ｂ－２人、Ｃ－５人)、第３学年(Ｂ－７人、Ｃ－３人)、第４学年(Ａ
－３人、Ｂ－４人、Ｃ－１人、Ｄ－２人)、第５学年(Ａ－３人、Ｂ－３人、Ｃ－３人、Ｄ
－２人)、第６学年(Ａ－５人、Ｂ－６人、Ｃ－８人)という結果でした。学年間において
大きな差は見られませんでした。どの学年においても、読書をしているお子さんとそうで

 ないお子さんがいることが分かります。
　次に、児童についての調査です。児童には、読書について達成目標でアンケート調査を
実施しました。質問内容は「７月までの目標冊数を達成している。(低33冊、中23冊、高16冊)」
です。これについて、Ａ53.2ポイント、Ｂ30.4ポイント、Ｃ11.4ポイント、Ｄ2.5ポイン
トの結果でした。これについても昨年度の調査結果と比較したとき、昨年度のＡとＢの合
計が85.4ポイントであり、本年度の前期の集計結果でマイナス1.9ポイントとなりました。
具体的に分析していくと、第１学年(Ａ－９人、Ｂ－７人)、第２学年(Ａ－８人、Ｂ－３
人)、第３学年(Ａ－４人、Ｂ－５人、Ｃ－１人)、第４学年(Ａ－８人、Ｂ－２人)、第５
学年(Ａ－８人、Ｄ－２人、無－１人)、第６学年(Ａ－５人、Ｂ－７人、Ｃ－８人、無－

 １人)という結果で、高学年児童に達成の困難さが見られます。
　最後に、教職員の調査についてです。質問項目「読書に親しんでいるか」という問いに対
して、Ｂ－６人、Ｃ－３人という結果でした。読書活動に取り組むことができない理由と
して、「休み時間等でタブレット端末を使う児童が増え、本を借りる機会が減ったように思える」
という意見がありました。本校の子供たちは、タブレット端末の扱いが上手で文字の入力
も、休み時間等を活用し日々の練習の成果から、授業中も抵抗なく文字を入力することが
できます。これはすばらしいことですが、今後は読書活動とのバランスが求められてくる

 ものと考えます。
　さて、このことに関係して興味深い調査とその分析結果があるので紹介します。４月19
日に、令和４年度全国学力・学習状況調査が第６学年児童を対象に実施されました。この
調査では、国語、算数、理科の学力調査と学習状況調査が行われました。学習状況調査の
質問項目に、「国語の勉強は好きですか」というものがあります。皆さんは、子供の頃、国
語の学習が好きでしたか？本校の児童は、52.4%の子供たちが「好き」と回答しています。
全国の児童のそれは、23.4%の児童が「好き」と回答した調査結果ですので、それを比較
したとき、たいへん高いことが分かります。そして、学力調査において、国語は何と全国
平均を７．４ポイントも上回っている結果が出ました。これはすばらしいことです。そし
て、「楽しい」と感じることが子供たちに大きな力を付けることにつながっていくのでは

 ないかと考えることができるように思われます。
　読書についての調査項目もあります。「読書は好きですか」について、本校６年生は、「好
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き」－57.1%、「どちらかといえば好き」－33.3%、「どちらかといえば嫌い」－4.8%、「嫌
い」－4.8%。全国の６年生は、「好き」－41.9%、「どちらかといえば好き」－31.2%、「ど
ちらかといえば嫌い」－16.7%、「嫌い」－10.0%という結果でした。これについても本校

 児童の好ましい調査結果が明らかになりました。
　次に、読書の時間について比較してみましょう。質問項目は「学校の授業時間以外に普
段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか(教科書や参考書、漫画や
雑誌は除く)」について、本校児童は、「２時間以上」－4.8%、「１時間以上２時間より少な
い」－9.5%、「30分以上１時間より少ない」－28.6%、「10分以上30分より少ない」－38.1%、
「10分より少ない」－9.5%、「全く読まない」－9.5%の結果でした。一方、全国の児童の
それは、「２時間以上」－7.2%、「１時間以上２時間より少ない」－10.1%、「30分以上１時
間より少ない」－19.1%、「10分以上30分より少ない」－23.2%、「10分より少ない」－14.1
%、「全く読まない」－26.3%の結果でした。これについても本校児童は、少しの時間でも

 読書に取り組もうとする好ましい姿勢が伺えます。
　では、下校後、多くの子供たちは家庭でどのように過ごしているのでしょうか？質問項
目「学校の授業時間以外に、普段、月曜日から金曜日、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま
すか(学習塾で勉強している時間等を含む)」について、本校児童は、「３時間以上」－9.5%、
「２時間以上３時間より少ない」－9.5%、「１時間以上２時間より少ない」－33.3%、「30
分以上１時間より少ない」－23.8%、「30分より少ない」－9.5%、「全くしない」－14.3%の
結果でした。一方、全国の児童は、「３時間以上」－11.3%、「２時間以上３時間より少な
い」－13.8%、「１時間以上２時間より少ない」－34.3%、「30分以上１時間より少ない」－
25.8%、「30分より少ない」－10.5%、「全くしない」－4.2%の結果でした。　 
　最後に、ゲームに関する質問項目とその状況についてです。「普段(月曜日から金曜日)、
１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム(コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話や
スマートフォンを使ったゲームを含む)をしますか」について、本校児童は、「４時間以上」－14.
3%、「３時間以上４時間より少ない」－33.3%、「２時間以上３時間より少ない」－9.5%、「１
時間以上２時間より少ない」－23.8%、「１時間より少ない」－14.3%、「全くしない」－4.
8%の結果でした。全国の児童は、「４時間以上」－17.2%、「３時間以上４時間より少ない」
－13.5%、「２時間以上３時間より少ない」－19.5%、「１時間以上２時間より少ない」－25.
9%、「１時間より少ない」－16.4%、「全くしない」－7.5%の結果でした。家庭では、ゲー
ムを楽しんでいる児童が多いことが伺えます。本校児童の傾向として、平日３時間以上も
ゲームをしている子が半数近くいるようです。全国でも30%の児童が楽しんでいます。ゲ
ームを楽しむことは決して悪いことではありません。しかし、今後は、楽しむ時間を含め

 てそのやり方を見直す必要があるのではないでしょうか？
　家庭での読書の推進には、ゲームとの関係性が深いものと考えます。これまでの経験で、

 何かよいアイディアをお持ちの方は、是非お知らせください。よろしくお願いします。
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